
戦前：横須賀海軍航空隊
海軍航空技術廠

戦後：日産等の
民間工場地区

戦前：横須賀製鉄所
横須賀造船所
横須賀海軍工廠
造船部・造機部

戦後：在日米海軍基地
米第7艦隊司令部

横須賀・追浜地区の今昔

戦前：横須賀海軍工廠
造兵部・実験部

戦後：横須賀総監部
自衛艦隊司令部



横須賀海軍工廠から戦後

横須賀海軍工廠外史から

横須賀海軍工廠

横須賀海軍工廠
造船部・造機部

長浦湾は波が静かで小型船の停
泊に適しており、水雷艇の練習
場として最適なことから、明治
１７年に船越に水雷営が設置さ
れた。これが横須賀海軍工廠の
造兵部の誕生である。造船部は
艦艇に搭載する砲熕兵器、測的
兵器等の開発、装備を担った。

造兵部、実験部の施設の状況は
別図１を参照

箱崎半島の掘割
長浦に水雷艇の練習場ができた当時、横須賀ー船越間の陸路は山ま
た山の難路であり極めて不便であった。明治19年(1886)海軍は当時
の箱崎半島を買収し半島の基部に両湾を通じる掘割を計画し、同年7
月19日に開削工事に着手、明治22年に竣工開通した。
現在は荒井掘割と呼称されている。

吾妻島

横須賀製鉄所、造船所の基盤と
なった横須賀地区では、その後
艦艇を建造、艤装、修理する造
船部、艦艇の機関開発、装備、
修理等を担う造機部と分業化が
進んでいく。

造船部、造機部の施設の状況は
別図２を参照

横須賀海軍工廠
造兵部・実験部



１９４５年（昭和２０年）の船
越・田浦地区の造兵部・実験部
の施設の状況とその後。

造兵部地区では砲熕武器、水雷
武器、無線機等の開発、製造が
なされた。
当時の無線工場は現在は東芝ラ
イラックが、水雷学校跡地には
創設期の海上自衛隊が設置され
その後第二術科学校（機関術
科）となっている。

船越地区には電池、ジャイロコ
ンパス、測距儀等の開発する実
験部があった。戦後この施設を
利用してミッションスクール栄
光学園が誘致される。その後海
上自衛隊自衛艦隊司令部となっ
ている。

横須賀海軍工廠外史P80-81の図をを合成

別図１



長浦・船越地区の現在

海軍実験部
⇒栄光学園
⇒海上自衛隊
海上作戦戦
センター

第二術科学校
（海軍水雷学校）

東芝ライテック
（海軍造兵部本部）

戦後捕鯨の
基地へ



横須賀海軍工廠
（電池・航海・光学実験部）（1936)

栄光学園７０周年記念映像から

栄光学園(1947～1964) 船越地区



36式無線機

GS鉛蓄電池
（島津源蔵）

1903年

潜水艇用
蓄電池

1号～5号潜水艇
米国から輸入

横須賀で組み立て

潜水艦用蓄電池
の開発生産

1917年横須賀船越に電池実験部設立

1906年

潜水艦用蓄電池

イ号潜水艦



大正に入り、無線通信機は真空管が支える時代になりました。

横須賀海軍工廠は、真空管研究を行い、マツダなどのメーカーに試作させた真空管の試験を行いました。

当時の日本を代表する真空管のブランド
「マツダ真空管」「サイモトロン」
いずれも東京電気株式会社（現：東芝）

1940年代の太平洋戦争時には、海軍の要
請を受け同航空隊向けに汎用真空管として
「ソラ」が東京芝浦電気株式会社の西堀栄
三郎氏（のちに南極観測越冬隊長）により
開発されました。

海軍工廠造兵部本館
（現東芝ライテック横須賀工場管理棟）

万能真空管「ソラ」



５６（ＵＹ－５６）
検波増幅用３極管
Ef=2.5V If=1.00A (56Aで
はIf=0.8A)
並四ラジオによく使われて
いる。５ピンＵＹベースで
ＳＴ－１２型。２７とピン
コンパチブルだが、増幅率
が大きい。電極構造も現代
的な構造になり、技術的に
進歩しているように見える。
特に昭和１５年～終戦のラ
ジオに多く使われた。
戦時中の国産品はピンが真
鍮や鉄で出来ているため、
錆びやすい。

http://www.geocities.jp/antique_radio_exhibition/tubes_st1.html

貝山地下壕に残る無線技術の跡 真空管の発掘

当時の標準的な三極管であることが分かる
（太田先生による内部構造の解析）



横須賀市船越の東京芝浦電気㈱横須賀工場（屋根に「マツダ真空管」の塗装）
（写真：横須賀市自然・人文博物館蔵）



10
http://syowavoxx.web.fc2.com/kanagawa/yokosuka-shi/taura-meguri/

http://www.kindaikenchiku.com/yokosuka/yokosuka__lightec_1.htm

http://members2.jcom.home.ne.jp/kemukemu/newpage222.html


東京芝浦電気（現東芝）は、トランジスタの生産を、
真空管工場があった横須賀工場（船越）で行いました。

東京芝浦電気(株)横須賀工場で製造さ
れたテレビ用真空管 12GB7
（無線歴史展示室蔵）

テレビジョン放送を実現させ
た横須賀生まれの真空管

東芝で生産された初期のトランジスタ群
これらは、パッケージに「見本品」と記載

されていました
（無線歴史展示室蔵）



横須賀長浦港を出港する捕鯨船団
（中央は母船の第一日新丸）

横須賀長浦湾に捕鯨船基地



https://tetchi88.wixsite.com/hogei/about-2-cy2z

南氷洋で活躍する第一日新丸

安立電気株式会社製受信機 R-11A
（毛利邦彦氏所蔵）

横須賀本港の大洋水産の短波帯無線
アンテナ鉄塔（2本）



捕鯨用の銛は、銛の先端が平ら（平頭）に
なっています。当初は鋭利な形状の方が良い
とされていましたが、先端を平らにした平頭
銛の方が水中で直進することから、命中率が
高くなることから平頭銛が主用されるように
なりました。
この技術は、海軍において平頭弾として使わ
れており、ヴェルニー公園の陸奥の主砲の説
明版も参考になります。

捕鯨用平頭銛について



横須賀海軍工廠外史P76-77-79の図をを合成

別図2

●艦を建造するた
めの船台

●艦を修理するた
めのドライドック

がありました。



横須賀、今も現役で活躍する１号～６号ドック

横須賀造船所時代
１号：明治４年（１８７１）
３号：明治７年（１８７４）
２号：明治１７年（１８８４）

日清戦争明治２７年
注：大型の２号が３号の後に造られる

横須賀海軍工廠時代
４号：明治３８年（１９０５）

日露戦争直後
５号：大正５年（１９１６）

第一次世界大戦中
長門・陸奥用

６号：昭和１５年（１９４０）
大和型（信濃）用
現在米海軍空母用



海軍工廠時代につくら
れた、船台は今は撤去
されているが、１号か
ら６号までのドライ
ドックは今も現役とし
て米海軍が使用してい
る。

特に６号ドックは昭和
10年に起工、超大型建
造ドックであり、悲運
の空母と呼ばれた信濃
はここで建造された。

現在は世界最大の米空
母の修理に使われてお
り、世界で唯一の米空
母海外基地としてその
即応体制維持に貢献し
ていおり、日米同盟を
支える基盤の一つでも
ある。



潜水艦船台跡

第2船台
ガントリー
クレーン跡

Coaska

軍港巡り
桟橋

●初期の船台：旧第1船台から旧第3船台まであったが、それらは砂浜に木製の
台座を設置した程度のものでした。

●第2船台は明治39年（1906）に完成、明治41年（1908）年にガントリ－ク
レーンが完成する。

●第3船台は明治38年（1905）に完成する。

今はなき、船台



第2船台（ガントリークレーン）は横須賀のシンボル
1907年（明治40年)：日露戦争のあとの軍艦国産化の要求から初代のガントリークレーンが完成。

1913年（大正2年）：新設計による大型ガントリークレーン完成。
初代ガントリークレーンは、佐世保と舞鶴の海軍工廠に送られる。

1918年（大正7年）：戦艦陸奥の建造

戦前・戦中は、日本海軍の主力艦 戦艦河内、比叡、陸奥など、多数の艦艇を建造。
戦後はアメリカ軍の管理下に置かれ

1959年（昭和35年）:住友重機械に払い下げられ、輸出船などを建造。

1974年（昭和49年）:解体撤去されました。

⑨戦後の復興を支えた技術と人材
/今につながる技術
/造船・修理基盤

も参考にしてください。



横須賀海軍工廠外史P76-77-79の図をを合成

２号ドック

３号ドック４号ドック

５号ドック

６号ドック

１号ドック

潜水艦船台

地下工場

第三船台第二船台

軍港巡りの発着場の近く
に小さな滑りがあるが、
ここは、潜水艦建造用の
船台の名残である。

大正9年（1920）に完成
するが、関東大震災のた
めに使用不能となる。



戦前：横須賀海軍航空隊
海軍航空技術廠

戦後：日産等の
民間工場地区

横須賀・追浜地区の今昔



22

貝山地下壕を探査する元追浜行政センターの青木猛館長と
YRP無線歴史展示室 太田室長



細部は

「5－2 横須賀海軍航空隊」をご覧ください。


